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VILを用い た豪雨直前予測　司0分先雨量ナウキャ ス トー
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1．は じめに

　 近年都市部 で 多発す る 局 地的大雨 （い わゆ る ゲ リラ豪

雨） は，大きな人的物的被害お よび 経済損失を もた ら し
．
社会 に多大なイン パ ク トを与え た．水難事故 ・災害をも

た ら した 豪雨 は い ず れ もご く狭い 範囲に 突然発生 し，急

激 に 発達 し て 短時間で 極 め て 強い 雨 が 降 る 局 地 的大雨

　 （い わ ゆ る，ゲ リラ 豪雨）に よる もの で ，時 空 間ス ケー

ル の 小 さ さ か ら現在 の 短 時 間降水 予 測技術 で は ，、十分 な

リ
ードタイ ム を持 っ て 局地 的大 雨の 発生や急発達 を予 測

す る こ とは ま だ で きな い ．一方，建 設現場や 水防管理 に

お い 七は，事故防止 の 観 点 か ら
一

分
一

秒で も早 く豪雨 の

発生 ・
発達 の 様子 を子測す る こ とが 望 ま れ て い る，そ こ

で ， 降水 コ ア が 上 空 で 形成 され 地 表 面 に 落 下す るま で 数

分 か か る （Kim　 et 　 al ．2012）こ とを利 用 し，上 空 に あ る降

水 粒 子 の 量 も考 慮 す る こ とに よっ て，局 地 的 大 雨 の 直 前

予 測がで きるの で は ない か と期待され る．近年 の VIL を

用 い た 降 水 ナ ウ キ ャ ス トの 最 も 代 表 的 な 研 究 は

BQudevillainら が 提 案 した RadViLモ デ ル と 言 え る

（Boudevillain　et 　al ，，　2006），

　 Boudevillain らは GeQrgakakos　and 　Bras（1984a，
　b）の

モ デル か ら ヒ ン トを 受 け ， あ る時刻 に お け るあ る空 間 に

含まれ て い る 雨 水量 の 変化 は 地上 に 落ちる 雨 の 量と新 し

く生 成 ・消滅 され る 雨滴 （ソ
ー

ス ）の 量の 和に 等 し い と

考 えモ デ ル を 構築 した ，Boudevillain らは MeteoSwiss

の 現業用 C一バ ン ドレ ーダで 観測 され た水平分解能 1   ，
時 間分解能 5 分の デ

ータ を用 い て，RadViL に よ る 1 時間

先ま で の 予 測結果 を従来 の 降水 量 の 移流ベ ク トル 推定法

に よ る結果 と比 較 し
，

RadViL の 有効 性 を主張 した．

　 そ こ で ，本研 究 で は RadViL モ デル に 更 に 改 良 を加 え，
X一バ ン ドMP レーダの よ り高 時空 間 分解 能 の データ に基 づ

く VIL に よ る 降雨 ナ ウキ ャ ス ト手 法を開発 し，東京周 辺

で 発生 した降雨事例に適用 して，VIL が豪雨 の 直前予 測 に

おい て も有効で ある こ とを報告す る，

2．VILナ ウキャ ス トのアル ゴ リズ厶

　本研究で は VIL を比偏波間位相差（KDP）お よび 水平偏波

の 反 射強度（REF）に よ る ハ イ ブ リ ッ ド法を用い て 求め る．

　ま ず，KDp＞ 0，3 ［degンkm］か っ REF＞ 35 ［dBZ］の 範囲に

つ い て KDPの 関係 か ら雨水 量 M を計 算す る （Hirano　and

Maki，　2010＞．

　　 M 　＝　O．991Kbpo’713 　
』

 

　上記 範 囲外 の M は，ZH−M 関係 を用 い て 求め る．

　　 M ＝c ・ZHD  

　こ こで係 数 C及 び D は ， M−KDPの 関係 か ら計算した M と

ZHの 値 か ら ， 最小 二 乗 法を 用 い て 決定す る．以上 の 手 順

に よ り全領 域 の M （高度 × 緯度 X 経 度 の 3 次 元 データ ）が

得 られ る の で
，
こ れ を鉛直方向 に積算 して VILを 求め る，

　係数 C 及び D に つ い て は，M−ZH関係 の 対数を と る と，
1nM は 1nZHの 一

次式 と し て 表す こ と が で きる の で ，式 3

に M−KDPの 関係 か ら計算 した M と観測 し た ZHを当て は め，

最小二 乗法を用い て 係数 C，D を求 め る．なお，　 C また は

D が負 に な っ た場合 は デ フ ォ ル トの 係数 （C＝O，eo393，
D＝0，55）を利用する，

　　 lnM 　・ 　ln　CZHD ＝ DlnZH ＋ ln　C 、  

　移流ベ ク トル の 推定 は，t 時 刻に お け る VIL と 5分前 の

VIL の 分布 パ ターン か ら，相互 相関係数が 最大 とな る 移動

ベ ク トル を 抽出すう相互 相関法 を用 い た （図参 照）．た だ

し，相互 相関法 で 移動ベ ク トル が 求 ま らな い 場合 にお い

て は，600hPa にお ける MSM の 平均風を移流ベ ク トル と

して 利用 す る こ とに した，ナ ウキ ャ ス トは 5 分毎 に実行

され，IO分間隔 の 10分間雨量 を 60分先ま で予 測す る，

試 験運用 の 計算範囲 は 360
°

の 3 次元データ を得 られ る

新 横 浜 レ ーダ の 観 測 範 囲 に 内 接 す る 矩 形 領 域 （東 経

139，00− 140．21D ，北 緯 35。　eO− 35．99
°

）を対 象 と し，
一

般的 に利 用 可 能な ICPU ワ
ーク ス テー

シ ョ ン を用 い た 場 合

の 計算時間 は 凡 そ 30秒 程度 で あっ た．

3．ま とめ

　VIL を用 い たナ ウキ ャ ス トは，豪雨情報を少 しで も早く

ユ
ーザーに知 らせ るた め の 局地 的豪雨直前予測 シ ス テ ム

と して 開発 され た．過去 の 豪雨事例 を対象 と した 精度検

証 の 結 果 ，
VIL を用 い た ナ ウ キ ャ ス トは 従 来 の 降 雨 強 度

（RR）ナ ウキ ャ ス トと同 程 度 か そ れ 以上 の 精 度が 確認 され

た．特 に，RR ナ ウキ ャ ス トで は 予 測 で きな か っ た 局 地 的

大雨 の 初期に お い て も，VIL を 用 い た ナ ウキ ャ ス トは 良好

な予測精度を示 し，急激 に発達す る積乱雲の 直前予 測精

度 を一
定程度改善で きた．
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